
        　　　　　 分水児童館内　

     分水児童クラブだより

  あけましておめでとうございます 令和6年1月1日

　 昨年度は児童クラブの運営や活動について、ご理解とご協力をいただきありがとうございました。

　今年も一人一人の子どもとしっかり向き合い、必要な支援を行い成長に寄り添っていきます。

　そして、その様子をお家の方に伝えより良い支援やサポートができるよう努めていきます。

　家庭での子どもの様子も是非聞かせてほしいと思います。

　子どもを取り巻く私たち大人みんなで心を通い合わせ、関わる子ども達みんなを見守っていきましょう。

　　　　今年もよろしくお願いいたします

　　　　　　　　　　　　…子ども達の様子…
　毎年この時期からは、それぞれ学年なりの子ども達の成長を強く深く感じます。中高学年の子ども達は下の学年の

　子ども達の「家庭教師をする」と学習（宿題など）を見てくれたり、子ども同士のトラブルがおきると両方の言い分を

　聞いて言い聞かせたり、なだめたりしている場面が良く見られます。また、みんなが大好きなドッチビーでは、キャッチ

　できない低学年の子や女の子に渡して投げさせたりなどの気遣いも見られます。

　もちろん良い時ばかりではなくやりすぎの時もありますが、そんな時は一人前意識を尊重しつつ、たしなめたり

　考えさせたりしています。中高学年は卒会した先輩の姿を見て学び今があります。低学年の子ども達も同じように

　上学年の子ども達の姿を見てたくさんのことを学び、いずれ同じように行ってくれると思っています。

  ……年末大掃除……

最初は気持ちが乗らなかった子どもも、白い魔法のスポンジやすす払い棒や掃除機など、普段使ったことのない掃除

用具に興味を持ち、張り切って行い「きったない水が出る」「雑巾がきたなくなった」など1時間ほど行い、きれいになる

気持ち良さを実感していたようでした。お家でも無理のない掃除の仕方やお手伝いをすることで、感謝される心地良さや

家族の一員であることを実感できることと思います。

　　　　冬休みは家庭で過ごす時間を大切に、心のエネルギーを満タンにして新学期をスタートしてほしいと思います。

       ……ミニ門松作り……
「新しい年を迎える準備をしましょう」と児童館イベントのミニ門松作りに参加しました。最初はあまり乗り気ではなかった

男の子達も、形ができてくると集中し楽しんで行っていました。迎えのお家の人からの反応も良く

子ども達はちょっと照れながらも嬉しそうでした。お家に飾って新年を迎えてほしいと思います。

28日の最終日には、今年最後の挨拶をする子ども達の姿をみて、お家の方はその成長を実感していたようでした。

　…お願い… ……お願い……
　　　　　①危険表示のある所には近づかないでください 　子どものこと家庭や保護者自身のことなど、

　　　　　②屋根からの落雪やつららに注意しましょう 困ったこと心配なことなどありましたら、いつでも

　　　　　　　③路面の凍結に注意しましょう 話してください。

　　　　　④除雪後の雪山に上って遊ぶのはとても危険です 　　【随時相談や面談を行っています】

R４年１月３日（月）までお休みです。児童クラブは1月4日から開室になります

　　　燕市分水児童館内「分水児童クラブ」
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